
# オンラインにおける安全と敬意:「No Hate Speech」運動から学んだ教訓 
 
--- 
 
## スライド2 – 欧州評議会とは? 
 
- 46の加盟国からなる政府間組織 
- 第二次世界大戦後、1949年に設立 
- 本部はフランス・ストラスブール 
- 3つの柱:人権、民主主義、法の支配 
 
--- 
 
## スライド3 – 欧州評議会は「デジタル世界」に関してどのような活動をしているか? 
 
- 加盟国のための基準を策定する 
- これらの基準がどのように実施されているかを監視する 
- これらの基準を実施に移すため、政府や市民社会と協力する 
 
--- 
 
## スライド4 – いくつかの例 
 
- ヘイトスピーチの定義 
- 人工知能に関する枠組み条約 
- 民主主義と人権のためのデジタル活動家としての若者 
- 子どもの安全 
- サイバー犯罪との闘い 
 
--- 
 
## スライド5 – まずは皆さんについて 
 
毎日どのくらいの時間「オンライン」で過ごしていますか? 
 
--- 
 
## スライド6 – まずは皆さんについて 
 
オンラインにいるとき、ソーシャルメディアのプラットフォームがどのように皆さんを「引き込

んで」そのプラットフォームに留まらせているか、どのくらいの頻度で考えますか? 
 
--- 
 
## スライド7 – まずは皆さんについて 
 
あまり役に立たないこと(例えばスクロールなど)をしていて、思っていたより長くオンラインに

留まってしまうことは、どのくらいの頻度でありますか? 
 
--- 
 
## スライド8 – まずは皆さんについて 
 
オンラインにいるとき、白熱した議論や討論、あるいは主張に巻き込まれることは、どのくらい

の頻度でありますか? 



 
--- 
 
## スライド9 – ヘイトスピーチとは何か? 
 
ヘイトスピーチとは、実際のまたはそう見なされた個人的特徴や地位——例えば「人種」²、肌の色

、言語、宗教、国籍、民族的出自、年齢、障害、性別、ジェンダーアイデンティティ、性的指向

など——を理由に、個人または集団に対する暴力、憎悪、差別を扇動、助長、拡散、正当化する、

あるいはこれらの人々を貶めるあらゆる形態の表現であると理解されています。 
 
- 刑法によって禁止されているヘイトスピーチ 
- 民法または行政法の対象となるもの 
- 代替的な対応を必要とする、攻撃的または有害な表現形態 
 
*²すべての人間が同じ種に属していることから、閣僚委員会は、欧州人種主義・不寛容委員会

(ECRI)と同様に、異なる「人種」の存在に基づく理論を否定します。しかし本文書では、一般的

かつ誤って「他の人種に属する」と見なされている人々が、ヘイトスピーチを予防・撲滅するた

めの法制度や政策の実施による保護から除外されないようにするため、「人種」という用語を使

用しています。* 
 
 
--- 
 
## スライド11 – 人権および子どもの権利の観点 
 
権利に基づくアプローチ: 
 
- **提供(Provision):** 有益な情報、支援、教育、機会へのアクセスを確保すること 
- **参加(Participation):** 子どもたちが自己表現し、つながり、創造し、市民生活や社会

生活に関与できるようにすること 
- **保護(Protection):** 子どもたちを搾取、虐待、差別、操作、有害な設計、その他の危

害のリスクから守ること 
 
(国連児童の権利に関する条約 – UNCRC) 
 
--- 
 
## スライド12 – 政策上の議論 
 
- **初期の頃:** 有害なコンテンツ、サイバーいじめ、プライバシー、自主規制に焦点が当てら

れていました。 
- **現在の議論:** プラットフォームの体系的なガバナンス、リスク軽減、プラットフォームの

説明責任に重点が置かれています。これは、プラットフォームがアルゴリズム、エンゲージメン

トの最適化、そして「設計段階から依存性を持たせる(addictive by design)」アーキテクチ

ャに依存しているためです。これらの要素が、ユーザーが何を目にするか、どれだけの時間滞在

するか、オンラインでどのように行動するかを形作っています。 
 
--- 
 
## スライド13 – 「No Hate Speech」運動 
 
- 2012年から続くキャンペーン 
- ヘイトスピーチに関する啓発活動 
- 教育ツール 



- 国際的な啓発活動と組み合わせた国内レベルのキャンペーン 
- この分野における欧州評議会のさらなる取り組み(ヘイトスピーチ対策やAIに関するもの)につ

ながりました… 
 
--- 
 
## スライド14 – ヘイトスピーチに対して私たちは何ができるか? 
 
**1. 啓発、教育、研修、そしてカウンタースピーチと代替的言説の活用** 
 
- ヘイトスピーチの予防と撲滅への包括的アプローチ 
- 啓発、教育、研修、カウンタースピーチ、代替的言説、異文化間対話を促進するための一連の

具体的な措置 
- さまざまな形態の教育:人権教育、反人種差別教育、対抗/代替ナラティブ、メディア教育、異

文化間/グローバル教育… 
 
**2. ヘイトスピーチの標的となった人々への支援** 
 
- 心理的、医療的、法的支援 
- 啓発 
- ヘイトスピーチの通報の奨励 
 
--- 
 
## スライド15 – 教育者へ:デジタル世界における若者について考えるべきこと 
 
**私たちのアプローチ:人権教育** 
 
- **〜について学ぶ:** 課題や関係する権利などについての知識と理解 
- **〜を通して学ぶ:** 価値観が教育プロセスと整合していること。若者は質問することができ

、懸念を自由に共有でき、誰も差別されない… 
- **〜のために学ぶ:** 若者が必要なスキルを習得すること 
 
(欧州評議会「コンパス」— 若者との人権教育のためのマニュアル) 
 
--- 
 
## スライド16 – 憎悪に対抗する人権の言説 
 
- **カウンタースピーチ/ナラティブ:** 憎悪に満ちたメッセージへの短く直接的な反応 
- **代替的言説/ナラティブ:** 議論の枠組みを変えるもの 
- 人権の言説 
 
--- 
 
## スライド17 – 人権教育を通じたヘイトスピーチとの闘い 
 
www.coe.int/compass 
 
--- 
 
## スライド18 – 皆さんの団体へのいくつかの提案 
 
- あなたの団体のソーシャルメディアポリシーは何ですか? 
- あなたの団体の子どもの保護方針は何ですか?デジタル環境も含まれていますか? 



- 若者との日々の活動の中で、デジタルライフについてどのように話していますか? 
- プライバシーにどう対応していますか? 
- メンタルヘルスの問題にどのように取り組んでいますか? 
- オンラインでの行動についても言及した行動規範はありますか? 
- 若者やその「オンライン」での経験にどのように耳を傾けていますか? 
- サイバーいじめに対応する準備はどの程度整っていますか? 
- … 
 


